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国
内
の
革
靴
産
業
は
、
従
業
員
九
人
未
満
の
零
細
業
者
が
七
割
以
上
を
占
め
る
産
業
で
あ
り
、
東
京
東
部
や
大
阪
を
中
心
と

す
る
地
場
産
業
と
し
て
多
く
の
関
連
産
業
と
共
に
地
域
経
済
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
産
業
は
現

在
、
輸
入
品
の
大
量
流
入
と
不
況
、
円
高
の
影
響
を
受
け
、
倒
産
と
廃
業
、
家
内
労
働
者
の
工
賃
未
払
い
や
切
り
下
げ
、
失
業 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
関
し
て
、
政
府
は
、
鉱
工
業
品
の
関
税
率
を
平
均
六
一
％
引
き
下
げ
る
こ
と
を
譲
許
し
て
い
る
。
こ
れ
が
実

施
さ
れ
る
と
、
日
本
の
鉱
工
業
品
の
平
均
関
税
率
は
先
進
国
間
で
最
低
水
準
の
一
・
五
％
と
な
る
。
村
山
首
相
は
、
十
一
月
二

日
の
本
会
議
で
日
本
共
産
党
の
藤
田
ス
ミ
議
員
の
質
問
に
対
し
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
合
意
が
「
中
小
企
業
も
含
め
た

我
が
国
経
済
の
長
期
的
か
つ
安
定
的
な
発
展
に
資
す
る
も
の
と
期
待
を
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
た
が
、
今
回
の
関
税
率
の
引
き

下
げ
は
、
現
在
の
異
常
な
円
高
の
も
と
で
の
製
品
輸
入
の
激
増
に
よ
っ
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
中
小
零
細
企
業
・
地
場
産
業

を
、
よ
り
一
層
の
困
難
に
追
い
込
む
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
皮
革
・
革
靴
の
よ
う
な
零
細
性
の
強
い
産
業
へ
の
影
響
は
甚
大
で

あ
り
、
国
内
産
業
と
地
域
経
済
、
そ
こ
に
働
く
労
働
者
へ
の
痛
打
と
な
る
。 

皮
革
・
革
靴
に
つ
い
て
、
政
府
は
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
に
お
い
て
、
現
行
一
次
税
率
の
二
割
削
減
、
二
次
税
率
の

五
割
削
減
を
譲
許
し
た
。 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
よ
る
皮
革
・
革
靴
の
関
税
率
引
き
下
げ
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

今
回
の
関
税
率
の
大
幅
引
き
下
げ
に
対
し
、
革
靴
産
業
の
中
心
地
で
あ
る
台
東
区
議
会
は
、
今
年
一
月
に
全
会
一
致
で
ガ
ッ

ト
「
皮
革
・
革
靴
合
意
」
撤
回
の
決
議
を
採
択
し
た
。
ま
た
、
「
革
靴
の
大
量
輸
入
阻
止
・
地
場
産
業
を
守
る
実
行
委
員
会
」

の
「
ガ
ッ
ト
『
皮
革
・
革
靴
合
意
』
の
国
会
批
准
を
阻
止
し
地
場
産
業
と
地
域
経
済
を
守
ろ
う
」
と
の
「
よ
び
か
け
」
に
は
、

台
東
区
内
の
二
十
を
超
え
る
町
会
長
や
区
議
会
議
長
、
日
本
共
産
党
、
自
民
党
、
新
生
党
の
都
議
会
議
員
か
ら
賛
同
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。 

と
仕
事
切
れ
が
頻
発
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
今
回
の
関
税
率
の
引
き
下
げ
は
、
外
国
製
品
の
大
量
輸
入
を
一
層
加
速
さ
せ
、

こ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
も
の
で
あ
る
。 

現
在
の
国
内
皮
革
・
革
靴
産
業
の
窮
状
は
、
政
府
の
輸
入
拡
大
策
の
も
と
で
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
政
府
は
ア
メ
リ
カ
の
圧

力
に
屈
し
て
、
輸
入
数
量
制
限
し
て
い
た
皮
革
・
革
靴
の
輸
入
を
一
九
八
六
年
に
自
由
化
し
、
現
行
の
関
税
割
当
（
Ｔ
Ｑ
）
制

度
を
導
入
し
た
。
以
来
、
政
府
は
、
一
次
税
率
を
適
用
す
る
関
税
割
当
枠
を
年
々
拡
大
し
て
き
た
が
、
特
に
九
二
年
度
以
降
は

毎
年
二
〇
％
の
拡
大
と
な
り
、
九
四
年
度
の
関
税
割
当
枠
は
八
百
三
十
四
万
六
千
足
、
一
九
八
六
年
度
の
三
・
四
倍
と
な
っ
て

い
る
。
Ｔ
Ｑ
該
当
品
目
以
外
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
靴
と
称
す
る
革
靴
や
部
分
品
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
、
国
内
産
業
を
圧
迫
し
て
い

る
。 

四 

 



 

政
府
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
の
批
准
を
拒
否
し
、
主
権
の
尊
重
、
国
内
産
業
と
国
民
生
活
擁
護
の
方
向
で
内
容
の
抜
本
的
改
善
を
求

め
て
再
交
渉
を
す
る
よ
う
要
求
す
る
立
場
か
ら
、
以
下
、
皮
革
・
革
靴
の
関
税
率
引
き
下
げ
等
に
関
し
、
政
府
の
見
解
を
た
だ

す
も
の
で
あ
る
。 

わ
が
党
は
、
貿
易
の
自
由
を
広
げ
る
も
と
で
、
国
の
経
済
の
自
立
に
か
か
わ
る
分
野
や
国
民
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
分
野
が

お
び
や
か
さ
れ
る
と
き
に
は
、
経
済
主
権
の
尊
重
と
い
う
点
か
ら
一
定
の
保
護
措
置
を
と
る
権
限
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考

え
る
。 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
で
利
益
を
得
る
の
は
大
企
業
・
多
国
籍
企
業
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
実
施
法
案
で
通

商
法
三
〇
一
条
の
強
化
を
規
定
す
る
な
ど
経
済
覇
権
主
義
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
は
こ
れ
を
容
認
し
て
い

る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
は
、
公
平
・
平
等
の
貿
易
原
則
を
著
し
く
ゆ
が
め
、
各
国
の
経
済
主
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
。 

一 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
お
い
て
譲
許
し
た
関
税
率
引
き
下
げ
の
国
内
中
小
企
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て 

二 

皮
革
・
革
靴
の
関
税
率
引
き
下
げ
の
国
内
産
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て 

今
回
の
関
税
率
引
き
下
げ
は
、
異
常
な
円
高
の
も
と
で
の
製
品
輸
入
の
激
増
に
よ
っ
て
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
た
国
内
中

小
企
業
に
一
層
の
困
難
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
は
ど
う
か
。 

五 

 



 

三 

皮
革
・
革
靴
の
関
税
割
当
枠
の
拡
大
を
進
め
て
き
た
政
府
の
責
任
に
つ
い
て 

① 

一
九
八
六
年
に
関
税
割
当
制
度
を
導
入
し
た
際
、
政
府
は
関
税
割
当
枠
の
運
用
方
針
に
つ
い
て
、
わ
が
党
の
正
森
成
二

議
員
の
質
問
に
「
一
つ
は
市
場
ア
ク
セ
ス
の
改
善
と
い
う
国
際
的
な
要
請
、
も
う
一
つ
は
い
わ
ゆ
る
同
和
対
策
地
域
の
基

幹
産
業
と
言
っ
て
も
い
い
よ
う
な
産
業
分
野
の
将
来
の
地
位
を
確
保
す
る
と
い
う
、
こ
の
両
方
を
に
ら
み
な
が
ら
、
い
わ

ば
ま
た
裂
き
に
な
ら
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
の
が
基
本
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
（
浜
岡
平
一
通
産

省
生
活
産
業
局
長
・
一
九
八
六
年
三
月
二
十
四
日
大
蔵
委
員
会
）
と
答
弁
し
、
そ
の
後
の
国
会
答
弁
で
も
こ
の
考
え
を
繰 

③ 

今
回
の
関
税
率
の
引
き
下
げ
は
、
一
次
税
率
と
二
次
税
率
の
差
を
小
さ
く
す
る
と
共
に
、
改
定
後
の
二
次
税
率
を
現
行

一
次
税
率
の
水
準
に
近
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
関
税
割
当
制
度
を
事
実
上
崩
壊
さ
せ
る
も
の
と
の
懸
念
が
あ
る
が
、
ど
う

か
。
ま
た
二
次
税
率
を
五
割
カ
ッ
ト
す
る
影
響
は
、
特
に
皮
革
に
お
い
て
輸
入
の
増
入
と
し
て
顕
著
に
現
れ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。 

② 
政
府
は
、
国
内
の
皮
革
・
革
靴
産
業
が
存
続
、
発
展
し
て
い
く
上
で
、
今
回
の
関
税
率
引
き
下
げ
の
影
響
は
な
い
と
考

え
て
い
る
の
か
。 

① 

政
府
は
、
国
内
の
皮
革
・
革
靴
産
業
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。 

六 

 



 

四 

ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
で
の
交
渉
経
過
に
つ
い
て 

③ 

今
回
の
関
税
率
引
き
下
げ
に
加
え
、
来
年
度
以
降
の
関
税
割
当
数
量
が
拡
大
さ
れ
れ
ば
、
国
内
業
者
に
は
二
重
の
打
撃

と
な
る
。
今
年
度
と
同
様
二
〇
％
増
と
な
れ
ば
来
年
度
の
関
税
割
当
数
量
は
一
〇
〇
〇
万
足
を
突
破
す
る
。
こ
れ
は
、
国

際
的
要
請
と
国
内
産
業
の
地
位
の
確
保
の
両
方
を
に
ら
む
と
い
う
政
府
が
と
っ
て
き
た
方
針
に
照
ら
し
て
も
、
「
産
業
分

野
の
将
来
の
地
位
」
を
危
う
く
す
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
政
府
が
、
国
内
産
業
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を

十
分
認
識
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
関
税
割
当
制
度
を
維
持
・
強
化
す
べ
き
で
あ
り
、
来
年
度
も
含
め
今
後
関
税
割
当

枠
の
拡
大
は
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

② 
政
府
は
、
先
の
①
で
示
し
た
方
針
を
表
明
し
つ
つ
、
一
九
九
二
年
度
以
降
、
関
税
割
当
枠
を
毎
年
二
〇
％
ず
つ
拡
大
し

て
き
た
が
、
二
〇
％
と
い
う
数
字
の
算
出
根
拠
は
何
か
。 

ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
で
の
交
渉
過
程
に
お
い
て
、
政
府
は
、
皮
革
・
革
靴
に
つ
い
て
二
次
税
率
の
カ
ッ
ト
は
三
分
の

一
ま
で
、「
『
国
内
産
業
へ
の
影
響
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
以
上
は
譲
れ
な
い
』 

（
通
産
省
幹
部
）
と
主
張
」 

（
一
九
九
一

年
十
一
月
十
日
「
日
経
」
）
し
て
い
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
、
二
次
税
率
の
五
割
カ
ッ
ト
は
、 

「
国
内 

り
返
し
表
明
し
て
き
た
。
現
在
で
も
こ
の
方
針
に
変
更
は
な
い
か
。 

七 

 



 

五 

Ｔ
Ｑ
対
象
品
目
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
靴
・
部
分
品
の
輸
入
に
つ
い
て 

六 

国
内
産
業
の
海
外
移
転
に
つ
い
て 

中
小
企
業
庁
が
十
一
月
十
一
日
に
発
表
し
た
「
輸
入
品
と
の
競
合
に
よ
る
中
小
企
業
へ
の
影
響
調
査
結
果
」
に
よ
る
と
、

履
物
・
靴
業
の
七
六
・
五
％
が
出
荷
額
減
少
の
理
由
と
し
て
「
輸
入
品
の
増
加
」
を
挙
げ
、
履
物
・
靴
業
の
一
三
・
九
％
の

企
業
が
「
海
外
に
生
産
拠
点
を
既
に
設
け
て
い
る
」
と
回
答
し
、
さ
ら
に
「
今
後
の
経
営
方
針
」
と
し
て
「
海
外
へ
の
生
産

拠
点
の
移
転
」
を
挙
げ
た
も
の
が
一
五
・
四
％
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
今
回
の
関
税
率
の
引
き
下
げ
が
、
海
外
移
転
の
大
き
な

流
れ
を
引
き
起
こ
す
契
機
と
な
り
、
国
内
履
物
産
業
と
地
域
経
済
の
崩
壊
を
ま
ね
く
危
険
性
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、 

Ｔ
Ｑ
対
象
品
目
以
外
に
、
ス
ポ
ー
ツ
靴
と
称
す
る
革
靴
や
部
分
品
の
形
態
で
大
量
の
革
靴
の
輸
入
が
さ
れ
て
い
る
。
一
九

九
二
年
の
統
計
で
は
、
Ｔ
Ｑ
対
象
品
目
の
輸
入
数
量
五
百
五
十
二
万
六
千
足
に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
靴
の
輸
入
数
量
は
千
三
百

三
十
二
万
足
、
部
分
品
は
六
千
五
百
三
十
七
ト
ン
に
達
し
、
国
内
産
業
を
圧
迫
し
て
い
る
。
政
府
は
、
ス
ポ
ー
ツ
靴
と
称
す

る
革
靴
や
部
分
品
の
輸
入
の
急
増
に
対
し
て
有
効
な
規
制
措
置
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

産
業
へ
の
影
響
を
考
慮
」
す
る
立
場
を
放
棄
し
た
こ
と
に
な
る
。
交
渉
結
果
は
、
事
実
上
、
国
内
産
業
へ
の
影
響
よ
り
も
諸

外
国
の
要
求
を
優
先
し
た
も
の
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
政
府
は
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
交
渉
を
行
っ
た
の
か
。 

八 

 



 

 

九 

政
府
と
し
て
対
策
の
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

七 
国
内
産
業
振
興
対
策
に
つ
い
て 

① 

政
府
は
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
合
意
に
伴
う
国
内
産
業
対
策
と
し
て
、
皮
革
・
革
靴
業
界
団
体
の
設
置
す
る
基
金

へ
四
十
八
億
円
を
拠
出
し
た
が
、
政
府
は
、
こ
の
基
金
が
国
内
産
業
に
与
え
る
効
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
国

内
皮
革
・
革
靴
産
業
へ
の
関
税
率
引
き
下
げ
の
影
響
を
相
殺
で
き
る
も
の
と
言
え
る
か
。 

② 

通
産
省
文
化
用
品
課
の
資
料
に
よ
る
と
今
年
度
の
皮
革
産
業
対
策
費
は
三
億
三
千
七
百
七
十
二
万
七
千
円
で
あ
り
、
皮

革
関
連
事
業
所
一
事
業
所
当
た
り
の
対
策
費
を
単
純
計
算
す
れ
ば
約
二
万
七
千
六
百
円
に
す
ぎ
な
い
。
国
内
産
業
を
守
り

振
興
す
る
上
で
も
、
貧
困
な
皮
革
・
革
靴
産
業
対
策
費
を
増
額
し
、
抜
本
的
振
興
策
を
と
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


